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1 はじめに 

1-1 研究の背景と目的 

本研究は、青柏祭・曳山曳行における観客・曳き手・

曳山関係者（以下、参加者）の都市空間の使いこなしの

実態、さらに参加者の私有地への入り込みとそれを許容

する住民の意識（許容意識）を明らかにすることを目的

としている。 

本研究は 2 編で構成される。前編（その 1）では写真調

査から曳山曳行時の参加者による都市空間の使われ方の

実態を明らかにした。本編では、ヒアリング調査によっ

て曳山曳行時の参加者の私有地への入り込みとそれに対

する住民の思い、青柏祭に対する思いを把握することに

よって、住民の許容意識を明らかにすることを目的とす

る。 

1-2 研究方法 

本研究では、鍛治町と塗師町のでか山の運行経路に面

する住宅に居住する住民を対象にヒアリング調査を行っ

た。これらを対象にした理由は、道幅が狭く曲がり角が

あり、曳山曳行時に参加者の私有地への入り込みを誘発

する要素を有しているからである。ヒアリング調査は、

2021 年 6 月 26 日と同年 7 月 9 日の 2 日間で各住宅に直接

訪問し、協力いただけた方のみに実施した。加えて、屋

外で出会った住民からも回答を得た。その結果、計 11 組

14人にヒアリング調査を実施できた。 

ヒアリング調査の目的は、①青柏祭時の私有地の使わ

れ方の把握と、②参加者の私有地への入り込みや青柏祭

に対する住民の意識を明らかにすることである。表 1 の 3

つの質問項目を用意し、半構造化形式のヒアリング調査

を行った。 

2 住民ヒアリング調査の結果 

2-1 回答者の属性 

 回答者の属性について表 2にまとめた。性別は女性が 10

人、男性が 4人である。年齢は 70代以上が約 5割を占め、

高齢者が多い結果となった。職業は、主婦・無職が 8人と

多く、高齢者が多いことが関係していると考えられる。

出身は七尾市内が 11 人、七尾市外が 3 人である。七尾で

の居住年数は 50 年以上が約 6 割で全体的に居住年数は長

い。建物の建築年数は10～20年が1人、20～30年が1人、

50～60年が 7人、60～70年が 2人、80～90年が 2人、100

年以上が 1 人である。1970 年代に建てられた建物が半分

を占めた。青柏祭の関係者については、経験ありが 3人、

表 1 調査概要 

表 2 属性 

 

図 1 調査対象範囲注 1） 
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なしが 11 人で、約 8 割の回答者が青柏祭の関係者の経験

がない。これは鍛治町のでか山組織は男性のみで構成さ

れており、回答者のうち約 7割が女性であることに関係が

あると考える。また、経験ありと回答した人は、鍛冶町

のでか山組織の会計や世話人として青柏祭に関わってい

たことが分かった。 

2-2 青柏祭時の都市空間の使われ方 

ヒアリング調査の際にレコーディングしたものを文字

に起こし、発言をまとまりごとにわけ、抽象化を行いコ

ード化した。類似したコードごとに分類し、最終的に発

言を、内容、サブカテゴリー、カテゴリーにまとめた。 

青柏祭時の都市空間の使われ方（表 3）として、住民は

自宅の 2階窓、バルコニーなどの高いところから、一方で、

一般の観客は軒下や空き地、セットバック部分など私有

地に入り込んででか山を見ていることがわかった。これ

は前編の写真調査から得られた結果と同様であり、住民

が一般の観客が私有地に入り込んでいることを認識して

いることが確認できた。また、その際に椅子やトイレを

一般の観客に貸している人もみられた。 

でか山の見せ場としては、でか山が直角に回る曲がり

角や、巨大なでか山に対して 2階建ての住宅が多く建ち並

ぶ狭い直線の道、でか山が 3台集合する広い空間が挙げら

れた。でか山が曳行することは当然のことで特に青柏祭

で気を付けていることはないと述べた人が多く、その次

に前面道路に出している植木鉢を自宅に片付けるなど、

でか山曳行の際に危険が及ばないように配慮しているこ

とが挙げられた。 

2-3 青柏祭に対する思い 

青柏祭に対する思い（表 4）について、でか山が好きで

この町に生まれてよかったといったでか山に対してポジ

ティブな思いを持つ人が多かった。また、でか山を楽し

んでもらいたいなどの意識から、参加者の私有地への入

り込みに対して許容的な人が多かった。毎年のようにで

か山が角を曲がる際に自宅の蔵の瓦が落ちて損傷すると

述べた方は、山町注 2）が修理を取り持つので気にしたこと

がないと述べていた。でか山曳行中は危ないので、けが

人が出ないようにと願う人や悪天候にならないように願

う人も多く、青柏祭の成功を願っている住民が多くいる

ことが確認できた。また、青柏祭は歴史が長く、伝統が

ある祭りだと述べる人もいた。反対に迷惑な行為として、

でか山曳行の際の休憩中に飲酒した関係者による敷地内

でのトイレが困るという意見が見られた。また、山町へ

の寄付もその町に住んでいるのなら当然のことだと思い

ながらも大変なことだというポジティブにもネガティブ

にもとれる意見があった。 

3 考察 

住民は、青柏祭・でか山に対してポジティブな思いを

持っており、青柏祭・でか山に対して誇りや愛着を感じ

ていると考えられる。住民は参加者にトイレを貸すなど、

青柏祭にまつわることには比較的寛容であり、でか山を

楽しんでもらうためなら、参加者の敷地内への入り込み

に対しても許容的であることが確認できた。 

青柏祭・でか山は歴史が長く伝統があり、住民にとっ

て祭りが開催されることは当然のことと考えられている

が、以上のように住民の青柏祭・でか山が誇り、好きだ

という気持ちと、住民だけではなく参加者にも青柏祭を

楽しんでほしいという思いが、私有地への入り込みに対

する許容意識につながっていると考えられる。 

注  

 注 1）国土地理院地図を基に筆者作成 

注 2）各町のでか山保存会（でか山委員会）。各町のでか山組織。 

表 4 青柏祭に対する思い 

表 3 青柏祭時の都市空間の使われ方 
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